
さ く ら 便 り 
障害者支援施設 静岡市桜の園                  2026 年 春季号 

 

 

 

 

 

基本理念 「あなたらしさを応援します。」 

人権を尊重し、日々有効なサービスを展開します。そして、常に生活の豊かさを求めます｡ 

 

あいさつ 

施設長 磯部正 

桜が美しい季節となり、新年度が始まりました。 

当施設では、昨年 6 月と今年 2 月に、地域連携推進会議を開催しました。この会

議は、厚生労働省が昨年度から義務付けたもので、「入所施設利用者と地域社会との

関係を深め」、「サービスの透明性と質の向上、利用者の権利擁護を図る」ことを目的

としています。会議の委員として、利用者、利用者家族及び地域住民から計４名の方

にご協力いただきました。 

6 月の会議では、桜の園の運営状況や利用者支援の様子を、2 月の会議では、施設

に訪問のうえ、利用者の生活や現場での支援の様子を実際に見学し、利用者や職員と

自由に会話していただきました。 

委員の皆さまから、「利用者や職員の話を聞いて大変な仕事だと改めて感じた。」

「もっとレクリエーションが充実すると良いのかなと思った。」「地域と良い関係が

できているので、これからも協力していければよいと思った。」などの感想をいただ

きました。（会議録は桜の園ホームページで公表しております。）これからもこの会議

を通じ、地域の皆さまとの関係を深めながら、より良いサービス提供を目指してまい

ります。 

新年度も利用者の皆さまの生活の豊かさを追求しつつ、以下の2つの目標を掲げ、

より一層のサービス向上に努め、地域に開かれ、愛される施設を目指してまいります。 

今後も、皆さまの変わらぬご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年度静岡市桜の園事業計画 

目標 1 利用者の豊かな生活の支援 

個別支援計画のもと安心安全な生活を提供するとともに、利用者の意思決定を尊重し、で

きる限り個別のニーズに対応していきます。日中活動の充実を図り、地域の行事やイベント

に積極的に参加し、交流の機会を広げていきます。 

目標 2 施設の安定的な運営 

利用者の満足度が高いサービスを提供するため、他施設との情報交換・連携、職員のスキ

ルアップ、生活環境・職場環境の整備に努めるとともに、利用率の向上など、効率的な運営

に取り組みます。 

 



  

  
  
  

 
   

 
 
 

餅つき大会。「よいしょ！」の掛け声に合わせ、力いっぱいお餅をつきました。

 
   
  
 
 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

鬼は外！福は内！と元気な声が響き、利用者みんな笑顔で楽しまれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心強い 3 名のメンバーが加わりました！ 

桜の園の印象を聞いてみました。 

「窓からたくさんの光が入り、施設全体がとても明るい！この 

明るさに負けないよう、元気に頑張ります。」 

「職員も利用者様も皆さんとても優しく接してくださるのが 

印象的です。ここでの毎日にワクワクしています。」 

「配属される前から、私の名前を覚えていてくださったことが 

本当に嬉しかったです。大切にされていると感じ、安心しました。」 

鬼は外！ 

福は内！ 

豆まきの後のデザートは

地元・内牧のいちご！ 

とってもジューシー！ 

介護サービス課(入所) 
 

 

新しい仲間を迎えました 

鏡餅も作り

ました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅サービス課内牧 

「あさはた緑地公園」

で

 

晴天の青空に、ピンクの花びらがヒラヒラと舞っていました。 

今年も桜の季節がやってきました 



在宅サービス課城北館 

今年も桜を見に行

ってきました。 

日によって天気の

ばらつきがあり、咲

き具合もそれぞれ違

いもありましたが、

最後は満開の桜を見

る こ と が で き ま し

た。 

 

 

 

職員扮する赤鬼・青鬼に向けて、 

「鬼はそと！福はうち！」と 

豆を投げて鬼退治をして、今年の厄

払いをしました。 

良い年になりますように…❤ 


